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このことについて、我孫子市学校運営協議会規則第１２条の規定について、次のとおり報告します。 

 

出席者氏名：星野 朋則・城 健夫・古内 新一・海老原 純子・吉田 千代子 

      長田 英一・根本 真三子 

 

記録者氏名：根本 真三子 

 

（令和５年９月２９日実施） 

主な議事 発言者 協議・発言等の概要 

１．開会 

 

 

２．校長挨拶 

 

３．音楽発表会の感想 
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委員３ 

 

 

 

開会宣言 

 

 

時候の挨拶と学校の近況 

 

※当日は、音楽発表会参観と合わせて実施し、運営協議会

の前に委員には、各学年の音楽発表会を参観していただい

た。 

 

学年によって個性がある発表だった。１年生は、しっかり

と座っていられて、入学式からの成長が感じられる。６年

生の発表では、体育館が静まりかえって、皆が発表に注目

しているのを感じた。 

 

歌だけではなく、合奏もあって見応えがあった。発表だけ

ではなく、発表の前後に子どもたちが立つ、座る合図をし

ていたが、全学年統一されていてよい。 

 

手話を交えながらの発表がよかった。鑑賞態度もよい。 

６年生は最高学年として立派な姿だった。新しい音楽専科

の先生がよく頑張った。翌日は保護者向けなので、体育館

のトイレをきれいに掃除した方がよい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学校評価の内容と方法につ

いて 
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音楽は好き嫌いがあると思うが、皆よく頑張っていた。歌

声だけでなく、合奏があると飽きないのでよい。 

湖北小は全体的に落ち着いている雰囲気があるが、現在、

我孫子市内の学校は落ち着いているのか。 

 

我孫子市は平均的に落ち着いている。 

 

裏にある先生方の指導があっての今日の発表につながっ

ている。歌だけではなく合奏もあったのがよい。曲の選び

方にも工夫があってよかった。６年生はすばらしかった。 

 

※教頭より、児童用、保護者用、教職員用の評価項目を提

示し、検討してもらった。また、市教委からの指導で、小

中一貫に関する評価項目を入れることを説明した。実施方

法は、フォームスで行うことも確認。 

 

児童用の評価項目で、「給食や朝ご飯などは、好き嫌いなく

食べていますか。」とあるが、給食については毎日担任が見

ていることなのでわかると思う。朝ご飯を食べているかど

うかを聞く項目にしたほうがよいと思う。 

 

検討します。 

 

小中一貫教育の項目を追加とあるが、湖北中区の小中一貫

教育の現状はどうなっているのか。布佐中区の例を参考に

したらどうか。 

 

湖北中学校区の小中一貫教育は、これからの所が多い。布

佐中区では、小中のつながりだけではなく、小小のつなが

りもあり、小６と中学生、小６と小６が交流する場がある。

本校は１学期に６年生が湖北中学区に出向き、歌声交換会

の参観をしてきた。これも１つの小中一貫である。こうい

った活動を増やせればよい。 

 

小中一貫というのが違うと思う、小中連携とかがよい。あ

くまでもアンケートであり、保護者の認識を知ることがで

きればよい。 

 

小中一貫カリキュラムがあり、学校で授業を行った際に

は、「今日の勉強をお家の人に伝えてね」で終わってしま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．質疑応答 
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う。学校での取り組みの様子をどう発信していくべきかが

課題である。 

 

例えば、学校だよりに小中一貫教育について毎回掲載する

のも一つの方法だと思う。 

 

運営協議会委員としては、立ち位置をよく確認しながら、

分析に関わっていきたいと思う。 

 

８月１日の湖北中学校区３校合同運営協議会は顔合わせ

のようなもので終わってしまった。組織として動いていく

ためにはどうしたらよいか考える必要がある。 

 

検討します。 

（来年度の教育ミニ集会、合同運営協議会の運営は湖北小

の予定） 

 

NIE の実践成果は出ているか。 

 

学年の実態に応じて実践している。新聞をとっていない家

庭も増えている中で、新聞を身近に感じてほしい。低学年

だったら、新聞の中からカタカナを探そうといった取り組

みから行っている。新聞がたくさん配達されてくるので、

一般の新聞か子ども新聞かを選んで実践している。どの学

年も新聞記事を読み取って何を考えるかについて継続し

て取り組んでいく。 

 

以前、湖北小学校の子どもたちの学力向上を目指して、放

課後に寺子屋をスタートさせたいとのことだったが、準備

は進んでいるか。 

 

※社会福祉協議会として、新木地区の寺子屋をスタートさ

せている方。 

新木地区では近隣センターでスタートさせたが、子どもが

来ない状況。湖北小学校でスタートさせるなら、学校の場

を借りたい。ボランティアは２名登録しているので、先生

方の協力はなしで。早急に進めていきたい。 

 

実現しそうか。 
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寺子屋に自分から進んで行くか、担任が行くように勧める

かなど、乗り越えなければいけないハードルがある。湖北

小の子たちは放課後すぐに校庭に遊びに来る子が多いが、

勉強する習慣をつけさせ、学力向上につなげていきたい。 

 

次回の開催は、２月２７日火曜日であることを伝える。６

年生を送る会も参観してもらう。 

 

１５０周年記念横断幕の設置許可がおりた。 

（１０／５（木）に湖北駅に設置完了） 

 

閉会宣言 

 

傍聴人  ０人（発言者数０名） 


